
１．法人事務局 

（１）取組 

・社会福祉法人制度改革に対して、①法人組織のガバナンス強化では、毎月の管理会議や法人経

営会議のほか理事会及び評議員会を開催し、適正を確認しました。②財務諸表、現況報告書な

どの情報をホームページ上及びワムネットを経由して公開し、事業運営の透明性の確保を図り

ました。③財務管理では、外部監査の実施や各課における出納事務と内部牽制とした複数確認

を徹底しました。④地域における公益的な取り組みでは、地域住民や関係機関との連携をはじ

め、福祉サービス利用者等を通じた地域生活課題の把握に努め、新たなサービスの創出に向け

協議しました。⑤市による指導監査を受けました。 

・新型コロナウイルス感染症への「感染しない・拡大させない・予防する」を徹底しました。 

 法人本部においては、分散業務を導入しました。 

・燕市社会福祉大会開催の年でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大予防のため中止し、大会時に

併催していた本会表彰式のみを開催しました。 

 

（２）成果 

・年度を通じ、法人としての大きな事故や苦情の報告はありませんでした。 

・コロナ禍であったことから住民組織への説明会や、民生委員児童委員、老人クラブ、関係団体

等との協働活動などが十分に実施できず、新たな対象からの本会に対する認識や理解・協力を

得ることが困難でした。 

・本会 LINE 公式アカウントの開設で、幅広い年代への情報提供が可能となり、相談しやすい窓

口の拡大にもつながりました。 

・各種事業や地域活動、提供サービスにおける新型コロナウイルス感染症予防対策（以下「感染症

対策」という。）の徹底により、新型コロナウイルス感染症への感染や拡大はありませんでした。 

 

（３）課題 

  ・市民に対して、公益性と非営利性を発揮した本会の役割を明確にし、説明責任を果さなければ

なりません。住民組織や民生委員児童委員、老人クラブ、関係団体等と積極的に連携・協働し、

コロナ禍における工夫した組織活動の実践が求められています。 
・多岐にわたる事業を実施していることから、さらなる組織内での情報共有・連携が必要です。

また、地域のさまざまなニーズに合わせ、既存の事業を見直していく必要があります。 

 ・「ふれあい喫茶ぽぽ」の経営が低迷し、収益事業としての継続が困難な状況です。 

・分水支所は、社会福祉法人桜井の里福祉会が所有する健康福祉プラザの一部を借用しての運営

が５年となります。分水地区においてさらなる充実した事業展開ができるよう新たな活動拠点

の整備が必要です。 

 

（４）今後の方針 

  ・継続して社会福祉法人制度改革に取り組むとともに、地域社会に貢献する法人をめざします。 

・本会の活動を整理、評価し、必要な見直しを行うとともに、より多くの理解と協力を得て事業

を展開できるよう取り組みます。 

 ・「ふれあい喫茶ぽぽ」は、老人福祉センターと一体的に管理する施設であることから、センター

利用者等への食事を提供する分野として、事業を継続できるよう協議します。 
・放課後等デイサービスのニーズが高まってきていることから、当事業所の空白域である分水地

区に、新たに支所機能を備えた事業所の建設検討を進めます。 
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（５）事業実施内容 

【法人組織の強化】 

事業名等 実 績 評 価 等 

評議員会 

会場：市民交流センター３階「多目的ホール」 

(1)定時評議員会：6/1７ 

 ・令和元年度事業報告及び決算 

 ・理事の選任 

(2)第 2 回：3/30 

 ・令和２年度資金収支補正予算 

 ・令和３年度事業計画及び収支予算 

 ・理事の補欠選任 

 

理事会 

会場：市民交流センター3 階「多目的ホール」 

(1)第 1 回：5/27 

 ・令和元年度事業報告及び決算 

 ・規程の一部改正 

 ・定時評議員会の招集 

(2)第２回：10/21 

 ・新型コロナウイルス禍に伴う事業等の変更 

(3)第３回：3/23  

・令和 2 年度資金収支補正予算 

 ・令和 3 年度事業計画及び収支予算 

 ・規程の一部改正及び廃止 

 ・役員等賠償責任保険の契約 

 ・第 2 回評議員会の招集  

 

監事会 

会場：市民交流センター２階「会議室」 

令和元年度決算監査：5/19 

 ・令和元年度事業報告 

 ・令和元年度決算報告 

 ・監事からの質疑 

 

法人経営会議 12 回（毎月１回）  

管理会議 12 回（毎月１回）  

課長会 50 回（毎週１回）  

広報活動 

＜社協会費事業＞ 

＜共募助成事業＞ 

 社協事業、福祉情報の普及宣伝を行いました。 

・広報誌「つばめ社協だより」の発行：６回 

・ホームページの運営：アクセス数 18,000 件 

・燕市社協 LINE：登録数 101 件 

・燕市社協 LINE 相談窓口：登録数 48 件 

 ホームページのアクセス数は、前

年度より 116 件減りました。 

 2/15 からは LINE を利用し、福

祉情報の発信と相談の受け付けを

始めました。 

燕市社会福祉協議会表

彰式の開催 

・日 時：10/21 

・会 場：市民交流センター3 階「多目的ホール」 

・対 象：表彰 33 名 

感謝 5 企業、3 団体、3 名 
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事業名等 実 績 評 価 等 

職員採用状況 

今年度は、1 名の職員を採用しました。また、次年度に

向けて４名の職員採用を決定しました。 
 

試験日 

（雇用日） 
職 種 雇用形態

人

数

R2/3/16 

(R2/4/13) 
事務職員 

（シニアセンター）
臨時職員 1

R3/1/30 

(R3/4/1) 

社会福祉士 

（地域福祉課） 
正規職員 1

R3/3/２ 

(R3/4/1) 

職業指導員 

（就労支援センタ

ー） 

臨時職員 1

R3/3/９ 

(R3/4/1) 

訪問介護員 

（介護事業課） 
臨時職員 1

R3/3/27 

(R3/5/1) 

相談支援専門員 

（はばたき） 
正規職員 1

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人事考課制度 

 正規職員を対象に実施しました。 

(1)評価の実施 

 ①令和元年度下期評価 

  評価期間：R1/10/1～R2/3/31 

  処遇反映：R２.6 支給の勤勉手当 

 ②令和２年度上期評価 

  評価期間：R２/4/1～R２/9/30 

  処遇反映：R２.12 支給の勤勉手当 

 ③令和２年度総合評価 

  評価期間：R1/10/1～R２/9/30 

  処遇反映：R３.1 実施の定期昇給 

(2)評価の決定 

 ①評価調整会議 

  令和元年度下期評価について：5/27 

  令和 2 年度上期評価・総合評価について：10/28 

 ②評価委員会 

令和元年度下期評価について：6/3 

  令和 2 年度上期評価・総合評価について：11/4 

考課表に基づいて評価を行い、昇

給・昇格・配置や勤勉手当へ反映し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀常務理事、事務局長、事務局次長、

総務課長により、提出された評価の

正当性を確認しました。 

②正副会長、常務理事、事務局長、

事務局次長、総務課長により、人事

考課の結果を確定しました。 

目標管理制度 

 正規職員、臨時職員、嘱託職員を対象に、目標設定・評

価を実施しました。 

(1)令和元年度目標 総合（最終）振り返り 

(2)令和 2 年度目標 設定 

(3)令和 2 年度目標 中間振り返り 

所属部署の事業計画に基づき、各

職員が年度における３つの目標を

設定します。年度の途中と終了後

に、本人及び上職において振り返り

を行います。 

職員育成の体制づくり 

 職員の人材育成の基礎づくりを進めました。 

(1)内部研修の実施 

①第 1 回：12/9 10 名 

  「職場のハラスメント対策シンポジウム」 

    主催：厚生労働省（オンライン配信） 

 

 

①働きやすい職場づくりのため、ハ

ラスメント対策のポイントを学び

ました。 
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事業名等 実 績 評 価 等 

職員育成の体制づくり 

②第 2 回：3/15 25 名 

     WEB 講義 

：「法令遵守及び個人情報の取扱いについて」 

講師：はやし社会福祉士事務所 林 正海 氏 

(2)外部研修への参加 

・安全運転管理者等講習会 

②コンプライアンス（法令遵守）の

意識を高め、組織ガバナンスの強化

を目的に行いました。 

視察研修の受け入れ 

デマンド交通予約センター事業 

 ・燕市議会議員 11/12：３名 

 

マスクボックスの設置 

家庭等で余裕のあるマスクを集め、必要とする先へお届

けしました。 

・6/12 から 3/31   

  設置カ所：市内６カ所 

回収枚数：1,734 枚 

 ・8/20 寄贈 

 市子育て支援課 270 枚（児童クラブ 18 ケ所） 

   子ども食堂 80 枚（2 ケ所） 

 多くの方からマスク回収へご理

解ご協力をいただきました。当面は

市役所でマスクボックスの設置を

継続させていただきます。また、マ

スクのお届けも随時行っていきま

す。 

 

【災害支援】 

事業名等 実 績 評 価 等 

市地域防災体制への協

力 

今年度の市総合防災訓練は中止であったため、参加しま

せんでした。 

 

災害時職員体制の整備 

業務の円滑化と情報共有を図るため、正副会長及び常務

理事を含め、全職員において LINEWORKS を導入しまし

た。これにより、緊急時の連絡ツールとして活用への認識

を図りました。 

次年度は、防災計画をはじめ災害

ボランティアセンターマニュアル

の見直しや、事業継続計画（BCP）

の制定も早期に進めます。 

県社協災害支援体制で

の連動 

今年度は、災害支援への職員派遣要請はありませんでし

た。 

 

    

    

【燕市社会福祉協議会表彰式】
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２．総務課 総務管理係 

（１）取組 

・法人事務局の補完的役割とした「ひと・もの・かね」の管理業務を行いました。また、事業実

施については、常に管理会議及び法人経営会議にて報告を行い、適切な執行に努めました。 

・社会保険労務士、産業医、税理士事務所など外部の専門家から、毎月もしくは隔月で指導いた

だき、適切な労務管理及び財務管理に取り組みました。 

・自主財源を確保するため、世帯及び企業等に対して会員会費の募集を行うほか、１０月には、

共同募金運動への協力を行いました。また、年間を通して寄付金の募集も行いました。 

・安定した補助金・受託金を確保するため、市や県社協等との連携を密にし、予算要望を行いました。 

＜市民交流センター＞ 

・３階の貸館業務や施設の環境美化及び維持管理を行いました。 

・新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、市の指示により４月上旬から５月の連休明けまで、

施設の休業を行いました。それに伴い、館内の消毒作業を毎日行いました。 

 

（２）成果 

・人事管理及び労務管理を適切に行いました。本人の希望により２名の職員が退職しました。ま

た、例年以上に車両事故があったほか、ヒヤリハット事例の報告も多くありました。併せて、

労働災害も３件の報告がありました。 

・職員間連携を図るため LINEWORKS を導入し、法人全体や部署を越えた連絡調整などを行いました。 

・自主財源を確保するための会員会費や共同募金の実績は微減に留めることができました。 

・補助金・受託金は、大きく削減されることなく現状維持の水準で獲得することができました。 

＜市民交流センター＞ 

・施設内での苦情・事故の報告はありませんでした。 

・施設の休館や利用制限などもあり、利用者数は大幅に減少しました。 

 

（３）課題 

・職員間連携ができているものの、所属内での管理職と職員のさらなる連携が求められています。 

  ・会員会費や共同募金の実績が減少する背景を理解し、本会の役割などを社協だよりや公式 LINE、 

支え合い活動などで、適切に情報発信をしていく必要があります。 

＜市民交流センター＞ 

・築年数も経過していることから、修繕カ所も増えてきています。市予算も縮減されているため、

適宜修繕を行うことができず、適切な施設管理が難しい状況にあります。 

 

（４）今後の方針 

  ・「働きやすく、やりがいの感じられる職場」づくりを進め、職場としての魅力を高めていきます。 

  ・全社協が示す「社協職員行動原則－私たちがめざす職員像－」の徹底を全職員に改めて促します。 

  ・事業全体の管理や総合的な事業執行を行うためのマネジメント部門として確立していくため、

課職員の資質向上をめざします。 

  ・職員間連携を図るため、部署を越えた情報交換会などを企画し、互いの業務理解や課題解決に向け

た取り組みなど相互理解を図ります。 

  ・本会の役割に理解と共感を得る取り組みとして、広く市民に周知する手段など模索していきます。 

＜市民交流センター＞ 

・引き続き、施設内での事故防止、環境美化に努め、利用しやすい施設運営を行います。また、

修繕箇所についても早急に対応してもらえるよう市へ要望していきます。 

・新型コロナウイルス感染症は収束しないため、施設利用者に対して新しい生活様式を徹底し、

感染しない・させない利用を促します。 
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（５）事業実施内容 

【法人組織の強化】 

事業名等 実 績 評 価 等 

総務課内会議 2 回 
 会議は縮小し、都度打ち合わせを

しつつ、情報共有に努めました。 

財務管理、会計事務 会計月次監査：12 回（毎月１回） 
 つばさ税理士法人より適宜助言

をいただきました。 

労務管理  6 回程度（隔月 1 回） 
社会保険労務士と就業上の課題

など情報交換を行いました。 

衛生委員会 6 回 
 各部署から選任された職員が職

場環境の改善に取り組みました。 

外部研修への参加 

・安全運転管理者等講習会 

・職場のハラスメント対策シンポジウム 

・令和 2 年度社会福祉協議会広報研修会 

・三条社会保険委員大会 

・年末調整説明会 

・会計実務講座（入門編） 

各種研修に参加し、知識の向上や

情報収集を行いました。 

 

 

【安定した事業財源の確保】 

事業名等 実 績 評 価 等 

会員募集 

【実 績】 

会費種別 実績額 

一般会費 一世帯 500 円 6,464,892 円

賛助会費 一口 1,000 円 513,000 円

特別会費 一口 10,000 円 2,550,000 円

まる特会費 年額 50,000 円 750,000 円

合  計 10,277,892 円

 

 

 賛助会費等は、企業訪

問を積極的に行いました

が、コロナ禍により微減

となりました。 

今後は、大幅な減収と

ならないよう住民主体の

支え合い活動の必要性な

ど、本会活動の PR を強

化していかなければなり

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

6,756,763 
6,395,904 6,464,892

4,148,000 3,945,000 3,813,000

1,000,000

3,000,000

5,000,000

7,000,000

9,000,000

H30 R1 R2

会員会費実績推移

一般

賛助・特別・まる特
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事業名等 実 績 評 価 等 

共同募金運動への協力 

新潟県共同募金会燕市共同募金委員会の事務局として、10 月か

ら 12 月の 3 カ月間、募金協力の呼びかけを行いました。 

【実 績】 
 

募金種別 内  容 実 績 額 

一般募金 

戸別募金 

法人募金 

職域募金 

学校募金 

街頭募金 

その他募金 

 

世帯 

企業、団体、個人

燕市役所等 

保育園～高等学校

市内店頭 

募金箱を設置 

11,494,070 円 

8,316,459 円 

2,393,385 円 

312,748 円 

272,450 円 

21,669 円 

177,359 円 

歳末たすけあい募金

戸別募金 

法人募金 

その他募金 

 

世帯 

企業 

窓口持参 

2,663,058 円 

2,523,058 円 

130,000 円 

10,000 円 

合   計  14,157,128 円 

前年度同様、募金徴収

に係る自治会の負担軽減

を目的に、一般募金と歳

末たすけあい募金を同時

に実施しました。 

募金実績は減収が続い

ていることから、地域福

祉活動や燕市のボランテ

ィア団体等で活用される

募金として PR をしてい

く必要があります。 

 

【給付事業の実施】 

 事業名等 実 績 評 価 等 

障がい者タクシー利用券

等助成事業 

＜市受託事業＞ 

タクシー利用券または自動車燃料助成券を給付しました。 

・身体障害者手帳１・２級：610 円×24 枚 

・身体障害者手帳３級、療育手帳 A：610 円×12 枚 

(1)申請者数 

 

 

 

 

 

 

 

種 類 種類 人数 

タクシー利用券 
２４枚 322 名

１２枚 118 名

自動車燃料助成券 
２４枚 633 名

１２枚 299 名

合 計  1,372 名

申請者数は、前年度よ

り 29 名減りました。新

規申請者もいますが、心

臓疾患による等級変更や

死亡等により非該当とな

る方が 66 名ほどいまし

た。引き続き、より利用し

やすい事業となるよう、

適宜、市へ提言を行って

いきます。 

 

14,819,761 

14,333,307 

14,157,128

13,500,000

14,000,000

14,500,000

15,000,000

H30 R1 R2

共同募金実績推移
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 事業名等 実 績 評 価 等 

障がい者タクシー利用券

等助成事業 

＜市受託事業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)利用枚数 
 

種 類 申請枚数 利用枚数 利用率 

タクシー利用料

助成券 
9,144 枚 7,035 枚 76.9％

自動車燃料費 

助成券 
18,780 枚 17,779 枚 94.7％

合 計 27,924 枚 24,814 枚 88.9％

 

金婚慶祝事業 

＜共同募金助成事業＞ 

結婚５０周年を迎えられた夫婦に対して、敬老の日に「祝詞」

を贈呈しました。 

・贈呈数 145 組（Ｒ１：110 組） 

継続要望が多い事業で

す。 

 

【施設の管理運営】 

事業名等 実 績 評 価 等 

市民交流センター 

＜市受託事業＞ 

設置目的に沿った施設管理を行いました。 

【開館時間】8：30～21：30 

【休 館 日】12/29～1/3 

【利用実績】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  訳 件 数 人 数 

3Ｆ 学習室 常時開放 1,047 名

3Ｆ 研修室 193 件 765 名

3Ｆ 多目的ホール 206 件 3,240 名

市の指示により、４/３

午後～5/10 の間市民交

流センターは休館しまし

た。 

新型コロナウイルス感

染症予防からも施設利用

者は大幅に減少しまし

た。 

                     

961 936 932

477 465 440

0

400

800

1,200

H30 R1 R2

申請者数推移

燃料券 ﾀｸｼｰ券

5,228 

4,199 

1,047
612 

854 

765

6,459 

4,273 

3,240

0

2,000

4,000

6,000

H30 R1 R2

利用者推移

学習室 研修室 多目的
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３．地域福祉課 地域福祉係  

（１）取組 

・住民が主体的に地域課題について話し合い、課題の解決に向けて取り組む「地区支え合い活動

推進委員会」について、未設置のまちづくり協議会エリアに対し設置を働きかけました。また、

既に設置されている地域では、感染症対策を講じながら可能な範囲での活動を継続しました。 

・新型コロナウイルス感染症による活動制限を受けましたが、従来の方法にこだわらず様々なア

イデアを出しながら事業を推進しました。 

・１回目の緊急事態宣言解除後、地域の交流の場である「ふれあいサロン」や介護予防自主グル

ープ等が徐々に再開を検討するなか、新型コロナウイルス感染症予防について情報を提供した

り、活動方法の提案等を行ったりしました。 

・第３次燕市地域福祉活動計画の中間年として、必要部分の見直しについて検討しました。 
 
（２）成果 

・地区支え合い活動推進委員会が、燕北地区、燕東地区で新たに設置されました。また、燕第二

地区でも令和３年５月に設置予定です。その他、２つの地区でも設置に向けた理解を得ること

ができました。 

・外出自粛期間中でも定期的な運動機会の確保と体力の維持増進につながるよう、自宅で気軽に

取り組める運動法を収録した DVD を作成し、希望する燕市民へ配布しました。また、YouTube

でも視聴できるようにし、たくさんの方から利用していただきました。 

・地域におけるサロン活動では、新型コロナウイルス感染症予防対策を講じ、手作りのお便りや

情報提供のチラシ等を配りながらの声かけや見守り等、工夫が見られました。 

・第３次燕市地域福祉活動計画については、同計画推進委員会において、現行の計画どおりとし、

すべての項目についてウィズコロナを念頭に置きながら推進していくことで合意を得ました。 
 

（３）課題 

・地区支え合い活動推進委員会は、全１３エリアのなか８エリアで設置されていますが、５エリ

アで未設置となっています。 

・「ふれあいサロン」のなかには、心身や生活環境の変化により交流の場に参加することができ

なくなったり、担い手が不足したりするなど、さまざまな理由により継続的な活動に苦労し

ているサロンもあります。 

・本会は、地域住民、民生委員児童委員、ボランティア、市、社会福祉法人等の多職種が連携・    

協働できるよう、中核的な役割を担うことが求められています。 

・コロナ禍によりさまざまな活動が制限されるなか、地域福祉活動等を行ううえでも、ウィズコ

ロナを念頭に実施方法を工夫し、活動を変えていく必要があります。 
 

（４）今後の方針 

・地区支え合い活動推進委員会の設置を継続的に進めます。地域にある課題を自分事として考え、

将来の地域の姿を想像できるよう工夫しながら支え合い活動を推進します。 

・交流の場の新規立ち上げに加え、既存の活動が継続できるよう支援します。また、地域住民の

誰もが交流を継続できるよう、関係者との意見交換や情報共有を行い、課題の解決に努めます。 

・多職種の連携･協働が定着するよう、具体的なテーマを設定しながら検討を進めます。 

・コロナ禍にあっても地域福祉活動の重要性に鑑み、地域住民や関係者とともに自分たちにでき

ることを考え、工夫しながら実践します。 
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（５）事業実施内容 

 【企画・調整機能の強化】 

事業名等 実 績 評 価 等 

課内定例会 12 回（月 1 回）  

支え合い活動推進担当者定

例会 
12 回（月 1 回） 

市の社会福祉課と長寿福祉課

から担当職員も出席し、進捗確認

や課題について検討しました。 

第３次地域福祉活動計画推

進委員会 
委員会開催：２回（11/2、3/5 書面） 

 第２回目は書面開催とし、アド

バイザーの金井教授には、リモー

ト参加をいただきました。 

  
【住民団体との連携・支援】 

事業名等 実 績 評 価 等 

民生委員児童委員との協働 

各地区民協定例会へ出席しました。 

・燕第１地区： ９回     ・燕第４地区：１２回 

・燕第２地区：１１回   ・吉田地区 ：１２回 

・燕第３地区：１０回     ・分水地区 ：  ５回 

 

まちづくり協議会との連携 
総会等へ出席し意見収集や情報提供を行いました。 

・全まちづくり協議会懇談会 2/22 書面 

コロナ禍により、例年とおりに

開催されませんでした。 

市内支援機関との連携 
市内地域包括支援センター定例会や情報交換会、市内

相談支援事業所の連絡会へ出席しました。 

  

ふれあいサロン等の地域住

民が集まる場との連携 

地域のふれあいサロン等へ出向き、支え合い活動に関

する出前講座を開催しました。 

・分水地区 １回 

 

福祉活動団体等への支援 
活動や助成金に関する情報の提供や、相談対応などを

行いました。 

 

NPO、市民活動団体への支

援 

・助成金情報をメールアドレス登録団体へ提供 

・登録団体のパンフレットやイベントなどの情報を市

民交流センター交流ホール内に掲示 

・活動及び交流の場とした市民交流センターの貸館 

・感染症対策に留意した活動ガイドライン作成 

 

  
【一人ひとりの自立生活を支える事業の実施】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名等 実 績 評 価 等 

個別相談対応 相談対応件数 ７件  

会議・研修会への出席 
住民組織や各種関係機関等との連携強化並びに職員の

能力向上を目的として、積極的に出席しました。 

※詳細は別表１を参照 p.14 

コロナ禍により、書面やオン

ライン会議が多数でした。 

地域福祉活動の支援 

＜共同募金助成事業＞ 

現在８ヶ所のまちづくり協議会エリアで「地区支え合い

活動推進委員会」を立ち上げ、感染症対策を講じ、可能な

範囲で支え合い活動について意見交換や活動を行いまし

た。また、２ヶ所のまちづくり協議会エリアでは、地区支

え合い活動推進委員会の新規立ち上げに向けた意見交換・

検討を行いました。 

ほかにも各地域包括支援センターの４圏域で「支え合い

活動推進会議」を開催し、地域課題の解決策について検討

しました。 

※詳細は別表２を参照 p.14 

 支え合い活動推進委員会設

置地区は、前年度より２地区増

えました。 
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事業名等 実 績 評 価 等 

懇談会、勉強会等の開催 

＜共同募金助成事業＞ 

地域における取り組みの啓発や周知、地域の福祉課題に

対する理解など、住民同士の意見交換、学びの場を設けま

した。 

※詳細は別表３を参照 p.15 

コロナ禍により、例年とおり

に開催されませんでした。 

各種サロン活動の充実 

＜共同募金助成事業＞ 

サロンへの助成や講師派遣などの活動を支援しました。

(1)サロン数 ※（ ）内は昨年比 

サロン数 燕 吉田 分水 合 計 

ふれあいサロン 
17

(-1)
24 24

65 

(-1) 

子育てサロン 
0 

(-1)
1 1 

2 

(-1) 

在宅介護者サロン 1 1 0 2 

その他 0 1 0 1 

合 計 
18

(-2)
27 25

70 

(-2) 

(2)サロンへの支援                   

支援内容 実施回数等 

運営費助成 66 サロン 

備品貸出 18 回 

講師派遣 体操指導  0 回 

 〃   レクリエーション 13 回 

 〃   福祉相談（地域福祉）  1 回 

 〃   福祉相談（介護事業）  0 回 

 〃   福祉相談（権利擁護）  1 回 

サロンの保険加入 63 サロン 

(3)ふれあいサロン情報交換会 

 7/30（老人集会センター）参加者 38 名 

(4)ふれあいサロン協力員研修会 

 2/10（燕市民交流センター）参加者 36 名 

(5)ふれあいサロン情報定期便 

 年 3 回（5 月、9 月、1 月） 

 

(1)サロンの運営スタッフ、参

加者ともに高齢化が進んでお

り、担い手不足などさまざまな

理由により継続することに苦

労しているサロンが出てきて

います。 

 

 

 

(2)講師派遣については、コロ

ナ禍により 18 件キャンセルが

ありました。そのうち、レクリ

エーション講師派遣について

は 8 件でした。 

 

 

玄関前除雪支援事業 

＜共同募金助成事業＞ 

自力での除雪が困難で、降雪により日常生活に支障を

きたす恐れのある高齢者世帯・障がい者世帯等を対象

に、「地域住民」もしくは「シルバー人材センター」によ

る除雪支援を行いました。 

また、今年度からは、「側溝の泥上げ」を支援した自治

会に対しての助成も行うこととしました。 

申請者数：１２６名 

【詳細】地域支援：６９名（うち泥上げも：２５名） 

    シルバー：５７名 

地域住民相互の協力で要援

護世帯への支援を行っていま

す。その一方で担い手不足によ

り活動できないという課題も

出てきています。 

介護予防の推進 

・地域介護予防活動支援事

業 

・介護予防普及啓発事業 

＜市受託事業＞ 

＜地域介護予防活動支援事業＞ 

(1)養成講座 

 ・いきいきつばめサポーター養成講座初級編「レインボ

ー健康体操」10/15～12/3（市民交流センター・ 

全 8 回）・参加者 18 名 

講師：関口陽子 氏  

 ・いきいきつばめサポーター養成講座初級編「スクエア

ステップ」4/15～5/28（市民交流センター・全 7 回）

※中止 ➡【代替】スクエアステップ体験会 

 

(1)(2)地域において介護予防

に自主的に取り組むグループ

を立ち上げ、その中心となって

活動する人材を養成しました。

 

【代替】 

・2/25（老人集会センター）

参加者 17 名 

・3/16（分水福祉会館） 

参加者 25 名 
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事業名等 実 績 評 価 等 

 

介護予防の推進 

・地域介護予防活動支援事

業 

・介護予防普及啓発事業 

＜市受託事業＞ 

 

 

 

 

(2)いきいきつばめサポーターフォローアップ講習会 

・7/22（老人集会センター）・参加者 29 名 

・7/28（吉田公民館）・参加者 37 名 

   講師：関口陽子 氏 

(3)いきいきつばめサポーター情報交換会  

 ・7/8（老人集会センター）・参加者 12 名 

 ・7/14（吉田公民館）・参加者 23 名 

(4)男性限定！生涯現役体づくり講座 10/2～23 

（市民交流センター・全 4 回）・参加者 13 名 

   講師：川本朝子 氏  

(5)体験会 

・レインボー健康体操 

 9/25（中央公民館）・参加者 25 名 

 ・スクエアステップ 

  2/12（吉田ふれあいセンター）・参加者 31 名 

(6)お試し教室 

・吉田小学校区 4/30～5/21※延期→12/3～24 

（吉田ふれあいセンター・全 4 回）・参加者 38 名 

講師：川本朝子 氏、川瀬和子 氏、石塚佳子 氏 

・燕地区老人クラブ 3/4～3/25 

（老人集会センター・全 4 回）・参加者 9 名 

   講師：藤口理恵子 氏、関本知香子 氏 

(7)自主グループ立ち上げ支援 1 グループ 

(8)自主グループ継続支援 27 グループ 

(9)介護予防 DVD「おうちで体操」配布・配信 ※新規 

 DVD 配布：541 枚 

YouTube 再生回数：1,215 回 

(10)自主グループ体力測定 年 1 回×20 グループ 

(11)指導者勉強会 6/27、10/24 

（老人集会センター・全 2 回） 

(12)介護予防に効果のある事業実施機関の情報交換会

2/26(市民交流センター)・参加者 7 名 ※新規 

(13)社協だより掲載 年 1 回 

(14)健康測定会 

・非介入群（自主グループに参加していない概ね 65 歳

以上の市民）：参加者数延べ 68 名  

 

日 会場 参加者 

9/4 市民交流センター 28 名 

9/29 分水公民館 10 名 

9/30 中央公民館 30 名 

 

 

 

 

・介入群（H29 以降新規に立ち上がった自主グループ）

：参加者数延べ 76 名 

 

日 会場 参加者 

6/17 東町会館 7 名 

6/23 藤の曲公民館 9 名 

6/24 東町集会所 11 名 

9/4 市民交流センター 7 名 

10/7 分水福祉会館 25 名 

10/28 笈ケ島ふれあい会館 11 名 

2/2 下粟生津集落開発センター 6 名 

 

 

 

 

(3)サポーター同士が養成講座

修了後の活動を知り、今後の活

動意欲を高める情報交換会を

開催しました。 

(4)介護予防の必要性等を学

び、個人の健康を考えるきっか

けづくりを行いました 

(5)(6)レインボー健康体操、ス

クエアステップを体験するこ

とで、介護予防へ興味を持って

もらい、次へのきっかけづくり

となりました。 

 

 

 

 

 

 

(9)外出自粛期間中でも定期的

な運動機会の確保及び体力の

維持増進につながるよう自宅

で気軽に取り組める運動法を

収録した DVD を作成しまし

た。 
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事業名等 実 績 評 価 等 

介護予防の推進 

・地域介護予防活動支援事

業 

・介護予防普及啓発事業 

＜市受託事業＞ 

(15)効果測定 

 ・効果測定に関する助言・指導 

 ・データ分析 ※新規 

 ・筑波大学との共同研究 ※新規 

 ・分析データ報告会 ※新規 

2/5(市民交流センター)・参加者 20 名 

 

＜介護予防普及啓発事業＞ 

(1)講演会 

・レインボー健康体操普及講演会・体験会 8/28 

（吉田産業会館）・参加者 64 名 

講師：関口陽子 氏  

・スクエアステップ普及講演会・体験会 12/22 

（吉田産業会館） ※中止 

   講師：大蔵倫博 氏 

・介護予防活動啓発講演会 3/10（老人集会センター）・

 参加者 78 名 

講師：大森 豪 氏 

(2)介護予防活動啓発キーホルダー作成 

作成数：180 個 

配布先：いきいきつばめサポーター 

(15)筑波大学に健康測定会の

データ分析を依頼し、分析結

果から集いの場の有効性につ

いて学ぶ報告会を開催しまし

た。 

生活支援コーディネーター

配置事業 

＜市受託事業＞   

第 1 層（市域）として１名（市長寿福祉課出向）、第 2

層（地域包括支援センター圏域）として４名を配置しまし

た。次のような役割を担うことで、地域における生活支援・

介護予防サービスの提供体制の整備に向けた取り組みを

推進しました。 

・サービスや活動をつくる 

地域に不足するサービスや活動の創出／サービスや活 

動の担い手の養成／元気高齢者などが活動する場の確

保など 

・担い手同士をつなぐ 

関係者間の情報共有／サービス提供主体間の連携の体

制づくりなど 

・地域の要望を担い手へ伝える 

支援の要望と様々な取り組み主体とのマッチングなど 

 

(1)支え合い活動推進会議の開催 

第 1 層：総合事業部会（兼 燕市支え合い活動推進会議）

    ※市主催 

第 2 層：圏域支え合い活動推進会議（４圏域） 

(2)地域ケア推進研修 ※市主催 

(3)高齢者等の移動・外出支援活動の検討 ※市主催 

※詳細は別表４を参照 p.15 

 感染症対策を講じながら開

催しました。 
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●別表１：会議・研修会への出席状況 

会議・研修 会議・研修 

燕市地域ケア推進会議（２回※書面） 総合事業部会（燕市支え合い活動推進会議）（３回※書面 2 回） 

地域ケア会議（包括おおまがり）（１回※書面） 地域ケア会議（包括さわたり）（２回※書面） 

吉田地区地域ケア会議（２回※書面） 分水地区地域ケア会議（４回） 

地域包括支援センターさわたり定例事例検討会（１回） 吉田地区地域包括支援センター定例事例検討会（２回） 

分水地区地域包括支援センター定例事例検討会（5 回） 地域包括支援センター管理者等会議（５回） 

地域包括支援センター地域ケア会議部会（１回） 地域ケア推進会議専門部会担当者連絡会議（２回） 

市内地域包括支援センター社会福祉士部会・隔月開催 介護予防の担い手研修 

地域ケア推進研修（２回） 市内相談支援機関連絡会（４回） 

社協活動全国会議「コロナ禍での社協の相談援助活動について」 生活支援コーディネーター研究協議会（オンライン） 

地域福祉コーディネーターリーダー研修会（オンライン） 関東信越地域包括ケア事例研究会（移動・外出支援活動の発表） 

市民の参加と協働を進める多様なコーディネーション実践研究会

2021（オンライン） 
笑顔の宅配プロジェクト（市・新潟大学協働事業）への協力（小

池地区） 

つながり全国アクション オンラインサロン（2 回） 新潟県生活支援体制整備アドバイザー派遣モデル事業研修会 

新潟県生活支援体制整備事業情報交換会 新潟県地域の茶の間交流会 
 

●別表２：各地区（まちづくり協議会エリア）での支え合いのしくみづくり進捗状況 

地区 

支え合い活動推進委員会 
広報誌

発行

相談所設置状況等 

設置 開催状況 
名 称 

（場 所） 
開催日時 

相談員数 

ﾎﾞﾗﾝｨｱ登録数 

相談件数

来所者数

燕第一 設置 
２回 

(8/26、1/28) 
1 回

おたすけ相談所 

（小池公民館内）

毎週火曜・金曜 

午前 9 時～正午 

６名 

26 名 

11 件 

183 名 

燕西 設置 
２回 

(7/28、3/25) 
— 

こまりごと相談所

（西燕公民館内）

毎週水曜 

午前 9 時～正午 

4 名 

14 名 

4 件 

45 名 

【ふらっと広場】の開設 

誰でも通える住民同士の身近な集いの場。相談所の開催時間に併せ

て開いています。 

燕北 

（新規） 

設置 

令和 2 年 7 月 

5 回 

(7/14、8/25、10/6、

12/10、3/11) 

1 回 — — — — 

燕東 

（新規） 

設置 

令和２年 11 月 

3 回 

(12/25、2/19 書面、

3/19) 

— — — — — 

粟生津 設置※1 0 回 — — — — — 

吉田 設置※2 

８回 

(6/22、9/1、10/23、

11/9、12/10、1/14、

2/18、3/11) 

— 

【吉田ふれあいサロンなかま】の開設 

 令和 2 年１２月 3 日オープン。毎週木曜日に開催。介護予防体操

などを行い、支え合える仲間づくりを行います。 

 ※通所型サービス B※3 

分水小学校 設置 
3 回 

(6/26、11/17、3/26) 
－ 

ささえ愛相談所 

（分水公民館内）

毎週木曜 

午後 1 時～4 時 

4 名 

31 名 

14 件 

98 名 

島上 設置 
３回 

(7/7、10/27、3/22) 
－ 

 

— 
 

— 
 

— 
 

— 

燕第二 

（新規） 

未設置 

令和 3 年 

5 月予定 

【現状】 

「燕第二地区支え合い活動推進委員会設立に向けた話し合いの会」を３回開催しました。5 月に設置

予定される予定です。 

吉田南 

（新規） 
未設置 

【現状】 

 まちづくり協議会との検討会を実施しました。新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら、まちづ

くり協議会役員と検討を進めます。次年度中の設置をめざします。 

分水北 未設置 

【現状】 

 まちづくり協議会内に設置をする方向で検討を進めています。詳細について調整しながら、次年度中

の設置をめざします。 

 ※１ 粟生津地区支え合い活動推進委員会は、粟生津協議会内に設置 
※２ 吉田地区は、支え合い委員会として吉田地区まちづくり協議会内に設置 

※３ 燕市介護予防・日常生活支援総合事業に位置付けられている、住民主体の団体が実施する通いの場 
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●別表３：各地区（まちづくり協議会エリア）での懇談会、勉強会等の開催状況 

地区 内容 開催状況 参加者数 備考 

燕西 
こまりごと相談所ミー

ティング 

2 か月に 1 回程度 

（今年度は不定期） 
毎回 4 名 

相談の受付状況や把握しておくべき事項を

相談員間で定期的に共有しました。また、相談

所併設の集いの場である「ふらっと広場」の運

営方針や実施する行事等について検討しまし

た。 

燕北 
燕北地区ふれあいサロ

ンネットワーク会議 
１回（３/３） １５名 

ふれあいサロン協力員に支え合い活動推進

委員会の活動を周知すること、また、ふれあい

サロンと支え合い活動推進委員会との連携及

びサロン協力員同士のネットワークをつくる

ことを目的に開催しました。 

燕第二 
地域の福祉活動等ヒア

リング 
１回（８/６） １４名 

燕第二地区における支え合い活動推進の参

考とすることを目的に、当該エリア担当の民生

委員児童委員を対象として地域の福祉活動等

のヒアリングを行いました。※さわたり圏域支え

合い活動推進会議を兼ねて開催 

分水北 
地域のえんがわ運営検

討会 

４回（8/26、

9/23、10/28、

11/25） 

延べ 28 名

分水北地区の住民を対象に開催している「地

域のえんがわ」について、コロナ禍での運営方

法等を考え、継続実施するために検討会を開催

しました。 

 

●別表４：市域、４圏域（包括支援センター圏域）での会議・研修会への開催状況 

会議・研修 会議・研修 

おおまがり圏域集いの場パンフレット作製 さわたり圏域支え合い活動推進会議（2 回） 

吉田圏域支え合い活動推進会議（2 回） 分水圏域支え合い活動推進会議（２回） 

分水圏域災害に備える活動・体制づくり検討会（１回） 

※分水圏域支え合い活動推進会議を兼ねて開催 

介護・福祉学びの収穫祭（市主催）でパネル展示 

高齢者等の移動外出を支えるフォーラム（１回） 

市内地域包括支援センター定例会（4 地区）・随時開催 総合事業サービス B 実施団体意見交換会（２回） 

地区支え合い活動相談所相談員研修会（1 回）  

 

 

 

 

 

 

 

 

【DVD おうちで体操】 
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４．地域福祉課 福祉後見・権利擁護係 

（１）取組 

・高齢者・障がい者の権利擁護に関することを中心とした各種相談に応じるとともに、成年後見

制度の利用促進の一環として、申し立てに関わる支援を実施しました。 

・後見人等を受任する案件については、コロナ禍におけるアプローチに工夫しながら、直接的な

支援の担い手として、緊急時を含めさまざまな手続きやよりよい生活への支援を行いました。 

・多種多様の専門職や機関等が、組織を越えチームとして複雑な課題に対応していくための円滑

な連携体制のあり方を考える「多職種連携検討会議」を開催しました。 

・新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した世帯を対象とした生活福祉資金特例貸

付においては、担当職員を増やし迅速丁寧に対応しました。 

・心配ごと相談や弁護士相談は、感染症対策を講じ中止することなく行いました。 

 

（２）成果 

・相談対応や各種手続き支援をはじめ、新規受任や終了事務などを関係機関との連携により適切

に行うことができました。 

・法人後見において、新規１名の受任（保佐人）が決まりました。また、年度途中で１名の被保

佐人が亡くなりました。 

・実態把握調査を実施したことで、成年後見制度の説明を希望する声が増えました。 

・新たに週例会を開催したことで、情報を共有し必要な支援やその方向性などを協議し合う場が

増え、係員全員で取り組んでいく意識が向上しました。 

 

（３）課題 

・権利擁護支援についてはさまざまな地域課題を踏まえ、より地域の実情に即した事業や活動を

多職種多機関との連携により推進していくことが求められています。 

・困難ケースの解決には、法律や医療、福祉などの専門知識を有する機関等と連携した、地域に

おける権利擁護支援のネットワークを構築する必要があります。 

  ・引き続きコロナ禍における生活福祉資金特例貸付世帯への償還指導を進める必要があります。 

 

（４）今後の方針 

・国における成年後見制度利用促進基本計画を踏まえて、あらゆる人が地域で安心して暮らし続

けることができるよう、他機関との連携・協働を念頭に、地域における総合的な権利擁護支援

体制の構築をめざします。 

・課題の発掘・解決には、本会の取り組みを活かし積極的に関わります。困難ケースには専門職

と連携・協働し、チームとして対応していきます。 

・利用者からの金品預かりについては、内部牽制体制を充実し適正な管理を徹底します。 

・生活福祉資金特例貸付世帯に対しては、現在の生活状況を確認し、償還に対する助言など個々

に応じた支援を行います。 
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（５）事業実施内容 

   【権利擁護専門相談・支援】 

事業名等 実 績 評 価 等 

権利擁護相談・支援 

＜市受託事業＞ 

福祉サービスの利用や権利擁護、成年後見制度等に関する相談を受

け、適切な対応を図りました。 

・相談対応、支援活動 

内容 延べ件数 

成年後見関係 236 件

金銭管理・財産管理 536 件

福祉サービス 336 件

生活課題対応 521 件

個別支援会議 26 件

その他 30 件

合計 1,685 件
 

今年度は計４件の成年

後見等開始の申し立てに

携わり、それぞれ適切な後

見人等の選任に向けて支

援しました（継続中のケー

スを含む）。 

 

成年後見制度に関する

実態把握調査 

＜市受託事業＞ 

市内の高齢者・障がい者の支援機関を対象に「成年後見制度に関す

る実態把握調査」を実施しました。 

・調査期間 5/7～29 

・調査対象 地域包括支援センター、介護保険事業所（ケアマネジ 

ャー配置事業所）、相談支援事業所 計 63 ケ所 

・調査事項 ①後見ニーズが高いと見込まれる対象者の状態像に

ついて 

②制度を利用する際の相談先等について 

調査により、1.成年後見

制度の認知度の低さや正

しい理解が進んでいない

こと、2.権利擁護支援ネッ

トワークの未整備、3.後見

人の担い手不足を課題と

して把握できました。 

福祉後見・権利擁護 

センター運営委員会 

＜市受託事業＞ 

会場：市民交流センター３階多目的ホール 2/19：9 名  

・事業経過について 

 ・今後の取り組みについて 

 

研修の実施、講師派遣

等 

 市内専門職を対象に、権利擁護を切り口とした多職種連携のあり

方を検討する会議を実施しました。また、当事者団体や地域のサロ

ンの希望を受け、講師派遣や出前講座を開催しました。 

 ・講師派遣 

   7/14（障がい児保護者団体）・参加者 14 名 

・ふれあいサロン福祉相談 

9/8（燕地区１か所）・参加者 17 名 

 ・多職種連携検討会議 

3/16（市民交流センター）・参加者 15 名 

多職種連携に関する取

り組みを次年度以降も継

続して進めていきます。 

関係諸機関等との連携 

各種会議・部会・連絡会等に参加し、権利擁護支援ネットワークの

形成や課題解決に努めました。 

・燕市地域ケア推進会議（２回）、同認知症支援部会（３回） 

・地区別地域ケア会議（含む事例検討会）（9 回） 

・市内相談支援機関連絡会（含む事例検討会）（4 回） 
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事業名等 実 績 評 価 等 

法人後見 

ほかに適切な後見人のいない市民に対して、本会が法人として後見

人等を担いました。なお、今年度は、新規受任が１名（保佐）あり、ま

た、１名（保佐）の死亡終了に伴い、死後事務を行いました。 
 

継続 新規 終了 現利用者数 

1４名 １名 １名 14 名 

現利用者内訳 

後見 6 名：高齢者 3、知的障がい者 3 

保佐 3 名：精神障がい者 3 

補助 
5 名：高齢者 3、知的障がい者 1 

精神障がい者 1 

  

日常生活自立支援事業 

＜県社協受託事業＞ 

 利用に関する相談から契約、支援活動に至るまで、一貫した対応を

行いましたが、新たな利用契約にはつながりませんでした。 

今年度は、利用者１名（知的障がい者）の死亡終了、生活支援員 

１名の退任がありました。 

高齢者 
知的 

障がい者

精神 

障がい者

現利用

者数計

現生活支援

員登録数 

0 名 １名 2 名 3 名 6 名 

 

係内会議 

10 月より週例会を開催し、係内職員による情報共有を強化し、業務

遂行を図りました。 

・月例会  ４月～９月：６回（月１回開催） 

 ・週例会 １０月～３月：２３回（週１回開催） 

 

職員のスキルアップ 

・日常生活自立支援事業契約締結審査会 

・法人後見専門員スキルアップ研修会 

・法人後見実施団体等による意見交換会 

・成年後見制度担当者研修会 

・日常生活自立支援事業生活支援員研修 

 

 

【相談窓口機能の強化】 

事業名等 実 績 評 価 等 

福祉相談窓口の設置 
福祉相談窓口を設置し、本会に寄せられる相談の初期対応を担

いました。 

  

会議・相談会への出席 
・生活困窮者自立支援事業支援調整会議 

・県央地域くらしとこころの相談会  

  

心配ごと相談事業 

＜市受託事業＞ 

【開設日時】毎週水曜 13：00～16：00 

【会  場】市民交流センター１F 相談室 

【相 談 員】2 名体制（相談員６名：うち１名は年度末に退任） 

 ※年度途中から感染症対策により、１名での相談対応体制とし

ました。 

 ・開設日数：50 日 ・相談者実数：延べ 28 名 

※相談内容は別表５を参

照 
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事業名等 実 績 評 価 等

弁護士相談事業

＜共同募金助成事業＞

【開催日時】毎月 10・30 日 13：00～15：30

【会  場】市民交流センター１F 相談室

【弁 護 士】県弁護士会から派遣

・開催日数：24 日 ・相談者実数：延べ 118 名

※相談内容は別表５を参

照

小口資金貸付事業

緊急の生活資金（３万円限度）貸付として、市社会福祉課援護係

との連携により、適切な貸付と以後の償還指導を行いました。

貸付 17 件 248,840 円

償還 15 件 233,840 円

生活福祉資金貸付制度の

利用支援

＜県社協受託事業＞

実施主体である県社協の市町村窓口として、利用相談や申請受

付、償還指導などを行いました。

【相談件数】1,261 件

【申請件数】生活福祉資金：１件

生活福祉資金コロナ特例緊急小口資金：85 件

生活福祉資金コロナ特例総合支援資金：22 件

長期滞納者に対する償

還指導及び所定の手続き

を 10 件行いました。

●別表５：相談内容

  

相談内容 心配ごと 弁護士 相談内容 心配ごと 弁護士

生 計 3 件 2 件 財 産 0 件 55 件

年 金 0 件 ０件 事 故 ０件 1 件

仕 事 3 件 4 件 母子保健・児童福祉 ０件 ０件

住 宅 3 件 7 件 教育・青少年 ０件 ０件

家 族 9 件 2 件 障がい者・児福祉 3 件 ０件

結 婚 1 件 ０件 母子・父子福祉 ０件 0 件

離 婚 1 件 20 件 老人福祉 1 件 ０件

健康・保健・衛生 4 件 ０件 苦 情 0 件 ０件

医 療 1 件 1 件 その他 1 件 10 件

人権・法律 0 件 12 件 合  計 ３０件 １１4 件

【多職種連携検討会議（web 開催）】
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５．地域福祉課 ボランティア・市民活動係 

（１）取組 

・燕市ボランティア・市民活動センター（以下、「ボラセン」）を開設・運営し、ボランティア・

市民活動に関する相談、登録、調整、連絡を行いました。 
  ・コロナ禍において、ボランティア・市民活動に参加する人が安全安心に活動できるよう、「新し

い生活様式に合わせたボランティア活動をする際のポイント」を作成し登録団体に配布しまし

た。 
  ・福祉施設や公共施設の消毒作業の際に使う雑巾を作成し、届ける活動を行いました。材料とな

るタオルは市民から寄付を募り、寄せられたものをボランティア登録者で裁縫の得意な方から

雑巾に作成してもらいました。 
  ・コロナ禍にあって、主に福祉施設で演芸を披露するボランティア団体が、活動先を無くし活動

が停滞していることや、外部から人が入らないことで施設利用者が不活発になるという実態を

把握しました。それらを少しでもつなげるために演芸披露の様子を DVD にして、施設に配布

しました。 
  ・コロナ禍における新しいボランティア活動のあり方のひとつとしてオンラインを活用するため

に、「ボランティア活動者向け Zoom 活用講座（初級編）」を開催しました。また、ボランティ

ア活動者と福祉施設利用者が、オンラインでつながる場をモデル的に開催しました。 
    

（２）成果 

  ・コロナ禍において、年度当初に計画していた事業はほぼ実施できない状況となりましたが、ボ

ランティア活動者や福祉施設等から現状のニーズを把握し、それにあった形での取り組みを実

施できました。 
  ・消毒用の雑巾を作成するなかで、新規活動者の発掘につながりました。 
  ・対面での活動が当たり前だったボランティア・市民活動において、オンラインの活用という新

しい切り口を提案できました。 
 

（３）課題 

  ・感染症対策が優先されるなかで、依然としてボランティア・市民活動は停滞しています。その

ため、活動者自身の生きがいが無くなるような状態が続いています。対面ではなくてもできる

活動を模索しながら、新しい活動を提案してく必要があります。 
  ・新しいボランティア活動を応援するために、活動場所の環境（例：Wi-fi 環境）整備が必要で

す。 
  

（４）今後の方針 

・感染症対策に留意しながら、ボランティア・市民活動を応援するための人材養成講座等を開催

します。 
・今のニーズを把握することを心がけ、ニーズに基づき丁寧にコーディネートを行い、活動の輪

が広がるように働きかけます。 
・新しい視点での活動が広がるように、アンテナを張って先駆的な取り組みを調べ、実践につな

げます。 
 

（５）事業実施内容 

 【ボラセン機能の充実・強化】 ＜共同募金助成事業＞ 
事業名等 実 績 評価等 

ボラセン運営委員会 委員会開催：1 回（3/22 書面） 
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事業名等 実 績 評価等

ボラセンの運営

活動者の登録、相談対応・コーディネート等を行いました。

(1)ボラセン登録：104 団体・5,577 名、 個人 39 名

(2)相談対応  ：96 件

ボランティア育成講座

等の開催

新しいボランティア活動の方法を学ぶための講座を開催しまし

た。

・ボランティア活動者向け Zoom 活用講座（初級編）

10/29、10/31、11/5（計 3 回）：参加者 14 名

福祉教育の推進

学校や地域からの依頼により、福祉について学ぶ機会や、思いや

りの心を育む福祉体験の指導・講義などを行いました。

・小中川小学校 11/4  ・吉田特別支援学校 11/12

・吉田北小学校 9/29  ・燕南小学校 2/17

・県立吉田高校 6/10、6/19、12/4

運営協力者のボラセン

ＰＲ活動
定例会 1 回

福祉情報の収集・発信

社協だよりの最終ページをボランティア・市民活動に関する情報

の発信コーナーとし、講座開催の予定・報告、ボラセンの利活用等、

幅広く情報を発信しました。

ボランティア活動保険

への加入促進

安心して活動できるようにボランティア活動保険の周知及び加

入を促進しました。

・ボランティア活動保険：884 名加入

・ボランティア行事用保険：26 件 1,741 名加入

24 時間 TV チャリティ

街頭募金への協力

日本テレビ放送網㈱が主催するチャリティ募金において、募金活

動を行いました。 ・募金総額：39,460 円（8/22～23）

コロナ禍により本会窓口

のみの預かりとしました。

市民交流センターの利

活用

ボラセン登録者に対し、市民交流センター１階の多目的ルーム及

びミーティングルームの貸し出しを行いました。

【利用状況】

内  訳 件 数 人 数

1Ｆ ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ 38 件 192 名

1Ｆ 多目的ルーム 344 件 2,937 名

係内定例会 12 回（月 1 回）

職員スキルアップ ・ボランティアコーディネートを学ぶ（動画視聴）

・オンラインファシリテーション研修（10/1）

・福祉教育推進セミナー（11/27）

・福祉教育推進員フォローアップ研修（10/5、2/24）

・全国ボランティアコーディネーター研究集会（2/23・27・28）

【ボランティア活動者向け

Zoom 活用講座（初級編）】
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６．介護事業課 居宅介護支援係 

（１）取組 

 ・地域包括支援センターや関係機関との連携を深め、新規利用者の獲得に努めました。 

 ・特定事業所加算※を受ける事業所として、適切かつ質の高いケアマネジメントの提供をめざし、

専門的知識の習得のため、研修会への参加に努めました。 

※専門性の高い人材の確保や支援困難ケースへの対応など、事業所全体としてより質の高いケアマネジメントを

実施している事業所に対して、一定単位数報酬を加算するもの。 

  ・地域福祉課の生活支援コーディネーター、コミュニティソーシャルワーカーとミーティングを

実施し、地域の課題の抽出に取り組みました。 

 

（２）成果 

  ・新規依頼を積極的に受け入れ、目標給付管理数を上回ることができました。 

  ・コロナ禍により多くの研修会が中止となり、計画とおりの研修参加ができませんでした。 

  ・地域福祉課との定期的なミーティングの結果、「有償ボランティア（住民参加型福祉サービス）」

の事業化という本会として取り組むべき地域課題が見えてきました。 

 

（３）課題 

・安定した事業経営のため、入院や入所による終了者を上回る新規利用者の受け入れが必要です。 

・質の高いケアマネジメントを提供するために、専門的な研修会への参加に努めていますが、コ

ロナ禍により研修の機会が少なくなっています。 

・複合的な課題を持つケースが増えています。抱える問題も多岐にわたり、連絡・調整に多くの

時間がとられることから、業務の効率化を図る必要があります。 
 

（４）今後の方針 

・地域包括支援センターや関係機関との連携を深め、積極的に新規受け入れを継続して行きます。

１カ月当たり９５件の給付管理数維持を目標に、安定した利用者数の確保に努め、経営改善に

取り組みます。 

・オンライン研修や web 会議を活用し、質の高いケアマネジメントを提供するために必要な知識

と技術の習得に努めます。 

・地域福祉課の生活支援コーディネーター、コミュニティソーシャルワーカーとのミーティング

に、新しく相談支援事業所の相談支援専門員を加え、広い視点から地域の課題の抽出、解決に

取り組みます。 

・利用者へのサービス低下とならないよう配慮しつつ、時間外業務の縮減、業務の効率化を図り、

働き方の改善に取り組みます。 
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（５）事業実施内容 

【事業所の強化】 

事業名等 実 績 評 価 等 

課内会議 4 回（3 月に 1 回）  

係長会議 12 回（月 1 回）  

係定例会 49 回（週 1 回） 

質の高いケアマネジメントを行う

事業所として、特定事業所加算を受

けており、情報共有のための定例会

を開催しています。 

事故対策委員会 

4 回（3 月に 1 回） 

【事故】  

内 訳 件 数 

車輌事故 0 件

業務事故 8 件
 

前年度は確認不足が原因の業務事

故が 4 件でしたが、今年度は 8 件と

増え、発生を抑えることができませ

んでした。ダブルチェックの徹底を

継続していきます。 

合同研修会 2 回 

他の法人が運営する指定居宅介護

支援事業者と共同で、事例検討会、研

修会等を実施しました。 

支え合い活動推進担当

職員との定例ミーティ

ング 

11 回 

地域福祉課の生活支援コーディ

ネーターやコミュニティソーシャル

ワーカーとともに業務の相互理解と

連携を図り、地域課題を抽出しまし

た。 

内部研修会の実施 

・「感染症対策」 

 5/15：参加者 8 名 5/19：参加者 12 名 5/22：

参加者 8 名 

・「令和２年度訪問介護事業所集団指導」 

 2/16：参加者 7 名  

・「介護職員の基本ポイント」 

3/8：参加者 14 名 3/9 参加者：９名 3/12：参加

者 6 名 

・「法令遵守及び個人情報保護に関する研修会」（Web） 

3/15：参加者 3 名 

コロナ禍により少人数のグループ

に分け、動画視聴形式で実施しまし

た。 

外部研修会・会議等へ

の参加 

・吉田地区主任介護支援専門員意見交換会 

・吉田地域ケア会議  

・吉田地区包括支援センター定例事例検討会 （4 回） 

・燕市・弥彦村在宅医療介護連携推進合同会議（3 回） 

・介護支援専門員更新研修 

・令和２年度個人情報の取り扱いに関する勉強会 

・介護予防のための地域ケア個別会議 （2 回） 

コロナ禍により開催回数が前年度

の 1/3 に減りました。 

苦情 【苦情】0 件 前年度に続き、ありませんでした。
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【居宅介護支援の充実】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【居宅介護支援事業～介護のご相談は安心してケアマネジャーまで～】 

事業名等 実 績 評 価 等 

居宅介護支援の実施 

【給付管理件数】 

区 分 件 数 

要支援１・２ 126 件

要介護１・２ 704 件

要介護３～５ 402 件

合 計 1,232 件

新 規 41 件

 

給付管理件数は、前年度に比べ、月平

均 6 件増加しました。 

新規依頼数が増え、終了者数を超えた

ことが大きな要因です。 

今後も積極的に新規を受け入れます。

 

介護認定調査の受託 調査件数 0 件 

燕市以外からの調査依頼も受けており

ますが、今年度は依頼がありませんでし

た。 

1,216 

1,150 

1,232

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

H30 R1 R2

給付管理件数推移
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７．介護事業課 在宅福祉サービス係 

（１）取組 

 ・利用者の生活と人権を尊重し、自立した在宅生活が送れるよう支援しました。 

 ・地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、相談支援事業所等との連携を図り、利用者数の

確保に努めました。 

・効率的な稼働、経費削減に取り組み、安定した経営をめざしました。 

・事故対策委員会で、事故の再発予防策の検証及び新たな対策の検討を行い、再発防止に努めま

した。 

 

（２）成果 

・チーム制をとっていますが、チームの枠組みを越えた柔軟な対応により、効率的に稼働できま

した。 

 ・喀痰吸引や胃ろうなど医療依存度が高く介護負担の大きい利用者に対し、有資格者（認定特定

行為従事者）による必要な援助を適切に提供し、在宅生活の継続を支援することができました。 

 ・事故の再発防止策の徹底に努め、サービス提供中の事故・ヒヤリハット事例の発生件数を少な

くすることができました。 

 

（３）課題 

・訪問回数の多い利用者の入院、入所、死亡等による終了ケースが増えています。新規依頼が終

了件数を上回ることはなく、依然として厳しい経営状況です。 

・介護人材、特に若い世代の確保が大きな課題となっています。 

・事故対策委員会で、事故の再発予防策の検証及び新たな対策の検討を行い、事故の発生防止徹

底に努めています。しかし、確実に抑えるまでには至っていません。 

・職員の接遇や技術レベルを標準化するため、研修や指導を計画的に実施していますが、コロナ

禍により計画とおりの実施ができない状況です。 

 

（４）今後の方針 

 ・地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、相談支援事業所等との連携を深め、利用者数の

確保に努めるとともに、より効率的な稼働、経費削減に取り組み、経営改善をめざします。 

・コロナ禍を踏まえ、オンライン研修や少人数でのグループ研修などを活用しながら、良質なサ

ービス提供に向け、専門職として必要な知識と技術の習得に励みます。 

・介護人材を確保するため、ハローワーク等から情報を収集し適切に職員募集を行います。 

・事故対策委員会での検証及び新たな対策等の検討を継続し、着実に発生を防止できるよう努め

ます。 

・住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、関係機関をは

じめ多職種と連携し、適切なサービスの提供を行います。 
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（５）事業実施内容 

【事業所の強化】 

事業名等 実 績 評 価 等 

課内会議 ※前掲 6.介護事業課居宅介護支援係と同じ  

係長会議 ※前掲 6.介護事業課居宅介護支援係と同じ  

係定例会 

訪問介護チームと訪問入浴チームに分かれ行いました。 

・訪問介護チーム 8 回（書面開催 7 回） 

・訪問入浴チーム ９回（書面開催１回） 

 

 

 

事故対策委員会 

3 回（3 カ月に 1 回） 

【事故】  

内 訳 件 数 

車輌事故 8 件

サービス提供中の事故 8 件
 

前年度に比べ、サービス提供中

の事故は、注意喚起、マニュアルの

徹底により減りました。しかし、車

両の物損事故が増えており、今後

も安全運転に努めます。 

内部研修会の実施 ※前掲 6.介護事業課居宅介護支援係と同じ  

外部研修会・会議等へ

の参加 

・燕市介護保険サービス事業者連絡会研修会（2 回） 

・障がい福祉サービス事業所集団指導 

・新潟県喀痰吸引研修 

・サービス提供責任者研修 

コロナ禍により研修の機会が激

減しました。 

苦情 

【苦情】 

内 訳 件 数 結 果 

職員の言動 3 件 解決 
 

前年度の苦情は、1 件でしたが、

今年度は 3 件ありました。これか

らも基本に沿った丁寧な支援を心

がけます。 

 

【サービスの実施】 

事業名等 実 績 評 価 等 

高齢福祉サービス 

要支援、要介護認定を受けた高齢者が自立した日常生活を送

れるよう、午前 7 時から午後 9 時までのサービス提供体制で、

円滑にサービスを提供しました。 

【利用実績】 

事 業 実利用者数 延べ利用回数

訪問介護事業 93 名 9,581 回

訪問入浴介護事業 24 名 585 回

【延べ利用回数推移】 

 

 

 

 

 

 

 

訪問入浴介護事業の利用者は

前年度に比べ 6 名増えましたが、

一人当たりの利用回数は少なく

延べ利用回数が減りました。 

 

9,316 
9,578 9,581

8,000

9,000

10,000

11,000

H30 R1 R2

訪問介護事業
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事業名等 実 績 評 価 等 

高齢福祉サービス 

  

 

障がい福祉サービス 

 障がい者(児)が尊厳ある生活を営めるよう、基本的人権を尊

重し支援しました。 

【利用実績】 

事 業 実利用者数 延べ利用回数

居宅介護事業 38 名 4,414 回

同行援護事業 11 名 288 回

移動支援事業 36 名 658 回

身体障がい者訪問入浴介護事業  4 名 97 回

 

【延べ利用回数推移】 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍により同行援護事業

のサービス利用が減りました。 

身体障がい者訪問入浴介護事

業は、実利用者数に変わりはあり

ませんが、利用回数の多い利用者

の入院等により、延べ利用回数が

減っています。 
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27



事業名等 実 績 評 価 等 

障がい福祉サービス 

 

 

自費介護サービス 

本会の自主事業（制度外サービス）として、高齢者や障が

いのある方が安心して日常生活を過ごせるよう、生活に密着

したサービスを提供しました。 

実利用者数：6 名 

延べ利用回数：32 回 

介護保険法、障害者総合支援法

の対象ではなくとも必要性の高

いサービスを、低額で提供してい

ます。 
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延利用回数推移
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身体障がい者訪問入浴介護事業

【訪問入浴介護事業 

～ご自宅で気持ち良く入浴していただけます～ 

入浴車の前で、スタッフ一同】 

【訪問介護事業～安全にベッドから離床できるよう 

リフト移乗の介助をしています～】 
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８．燕・分水支所 

（１）取組 

・燕・分水地区の身近な福祉窓口として、来所される方に対し、親切丁寧に対応しました。 

・老人福祉センターとすぱーく燕では、前年度から照明の LED 化に取り組み、今年度で完了し

ました。 

  ・老人福祉センターとふれあい喫茶ぽぽの利用者増を図るため、地域の身近な場所で気軽に集ま    

り「茶話会」や「簡単な体操」などの活動を行う、市内ふれあいいきいきサロンを対象にした

「おでかけサロンプラン※」について、引き続き周知に努めました。 

    ※当該センターの利用と昼食がセットになった 500 円のワンコインプラン 

  ・施設の老朽化に対応するため、適宜修繕を行いました。 

  ・感染症対策を利用者に周知し、理解と協力をお願いしました。 

・燕・分水地区老人クラブ連合会の事務局支援を行いました。 

 

（２）成果 

・本部と連携を密にし、迅速丁寧な窓口対応に努め、大きな苦情やトラブルはありませんでした。 

・老人福祉センターとすぱーく燕の照明の LED 化が完了し、経費の削減を図りました。 

・「おでかけサロンプラン」を市内全地区に周知でき、予約や問い合わせ等が多くありました。 

しかし、コロナ禍による予約のキャンセルが多く発生しました。結果として、前年度比で２サ

ロン８８名の利用減となり、見込んでいた利用者の獲得に至りませんでした。 

・老人福祉センターでは、施設の老朽化に対応するため浴槽排水口の交換、浄化槽の屋外排水改

善工事、浴室廊下の絨毯張替え工事等を行いました。 

・感染症対策のため、各施設利用者には手指消毒やマスクの着用、入館者票の記入や入浴人数・

入浴時間の制限などの協力を得ることができました。 

 

（３）課題 

・新型コロナウイルス感染症の影響も加わり、燕支所で管理する施設のすべてにおいて、利用者が

さらに減少傾向にあります。利用者の維持、増加を図るための方策を引き続き検討していく必

要性があります。 

  ・老人福祉センターは、全体に老朽化が進んでおり、計画的な改修や修繕を行う必要があります。 

  ・燕・分水地区老人クラブ連合会の運営面の自主性が求められます。 

 

（４）今後の方針 

・支所としての機能を十分果たせるよう本部との連携を密にしながら、今後も来所される方に対

し親切、丁寧かつ迅速に対応します。 

・老人福祉センターとふれあい喫茶ぽぽでは、「おでかけサロンプラン」を市内ふれあいいきいき

サロンに継続して周知し、利用者増をめざします。 

・必要な感染症対策をさらに徹底して行います。 

・燕・分水地区老人クラブ連合会については、引き続き自主運営化への移行を働きかけます。 
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（５）事業実施内容 

【支所の運営】 

事業名等 実 績 評 価 等 

燕支所 

分水支所 

地域の福祉窓口として 

・本会会員会費、募金、寄付金の受付業務 

・障がい者タクシー利用券等発行業務 

・福祉相談、申請等の本部への取り次ぎ業務 

・地区老人クラブ連合会事務局の支援業務   

等を行いました。 

  

 

【施設の管理運営】 

事業名等 実 績 評 価 等 

老人福祉センター「つばめ

荘」 

高齢者の健康増進や生きがいづくりと交流の場を

提供しました。 

【開館時間】9：00～16：00 

【入浴時間】10：00～15：30（6 月～10 月） 

      10：30～15：30（11 月～5 月） 

【休 館 日】毎週月曜、12/29～1/3 

(１)利用実績 

内 訳 人 数 

高齢者(60 歳以上)・障がい者 8,794 名

中学生以上 101 名

市外利用者 22 名

減 免 者 1,051 名

合 計 9,968 名

個室利用 5 件

(２)おでかけサロンプラン 

  ３サロン 29 名利用 

(３)苦情・事故 

 苦情 0 件  事故 0 件 

 

 

 

 

 

 

(１)全体の利用者は、毎年減少傾向に

あります。 

感染症対策のため 4/3～5/11 まで

休館したことなどにより、利用者は前

年度比 6,698 名（約 40.2％）減とな

りました。 

 また、９月の老人週間に行っている

センター祭は、コロナ禍により中止し

ました。 
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17,000
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来館者推移
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事業名等 実 績 評 価 等 

屋内ゲートボール場「すぱー

く燕」 

 ゲートボールの利用を主として、部活動等の青少

年のスポーツ練習や地域活動等、多目的に活用され

ました。 

(1) 利用実績 

内 訳 人 数 

ゲートボール利用者 621 名

目的外利用 

野球 465 名

ソフトボール 216 名

地域活動 289 名

その他スポーツ 26 名

小計 996 名

合 計 1,617 名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１)利用者は年々減少傾向にあり

ます。 

 感染症対策のため 4/3～５/11

まで休館したことなどにより、利

用者は前年度比 2,669 名（約

62.3％）減となりました。 

 

ふれあい喫茶「ぽぽ」 

障がいのある人が、ボランティアの支援を受け、社

会参加の機会として接客に従事しています。 

【営 業 日】火曜～土曜（祝日、年末年始を除く）

【営業時間】11：00～14：00 

(１)売上金額：2,074,990 円（自販機収益を含む）

(2)従事者・支援者 

内 訳 人 数 

従事者（障がい者） 12 名

支援者（ボランティア） 11 名

(3)運営委員会 9/9 開催 

 ・事業報告について 

・「ふれあい喫茶ぽぽ」の今後のあり方について 

 検討 

  

 

 

 

(1)感染症対策のため、4/3 ～

5/31 まで休業しました。売り上

げは、前年度比 675,841 円（約

24.6％）減となりました。 

 また、休業の期間は売り上げ確

保のため、職員を対象に昼食弁当

を販売しました。（664 食） 

 

 

 

 

 

(3)収益事業としてのあり方と方

向性について検討しました。 
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  【市指定管理施設の運営】 

事業名等 実 績 評 価 等 

老人集会センター 

【利用実績】 

内 訳 人 数 

大集会室 4,926 名

研修室 0 名

調理実習室 6 名

合 計 4,932 名
 

高齢者の趣味・教養講座、老人クラブ

会員の趣味教室等の利用者は年々減少

傾向にあります。 

感染症対策のため 4/3～5/11 まで

休館したことなどにより、利用者は前

年度比 3,961 名（約 44.5％）減とな

りました。 
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【ふれあい喫茶ぽぽ】 

32



９．就労支援センター 

（１）取組 

＜就労継続支援 A 型事業＞ 

・コロナ禍によりキャンドルの販路が縮小したため、新たに布マスクの製作・販売を行いました。 

・継続して給付費を利用者賃金に補てんしないよう、経営改善に取り組みました。 

・就職希望の利用者には、関係機関と連携し職場実習等の支援を行いました。（Ｂ型事業も同様） 

＜就労継続支援Ｂ型事業＞ 

・月額平均工賃が前年度を上回るよう、請負作業の拡大と新規施設外就労に取り組みました。 

（２）成果 

＜就労継続支援Ａ型事業＞ 

・新型コロナウイルス感染症拡大による休業や利用者の就職による退所等があり、給付費と作業

収入は減収となりました。 

・作業収入の減少を受け、給付費から利用者賃金への補てん額は増加しました。 

・１名の利用者が就職に結びつきました。 

＜就労継続支援Ｂ型事業＞ 

・新型コロナウイルス感染症拡大による休業や利用者の体調不良による欠席もありましたが、給

付費と作業収入ともに前年度をやや上回りました。 

・請負作業量は、コロナ禍による影響を受けた時期もありましたが、請負元企業からの新たな施

設外就労の提供により、利用者の就労意欲や工賃向上につながりました。 

（３）課題 

＜就労継続支援Ａ型事業＞ 

・少人数でも各種作業を効率良く進めていくためには、利用者の就職意欲の向上が課題です。 

・利用者が安全に通所できるよう、継続した感染症等への対策が必要です。（Ｂ型事業も同様） 

・国の報酬改定に伴い給付費が減収するため、経営はさらに厳しくなります。経営状況とコロナ

禍における高収益の仕事や利用者の確保を予見したなかで、今後の事業のあり方が課題です。 

＜就労継続支援Ｂ型事業＞ 

・利用者の自立した生活のため、さらに収益性の高い仕事を確保して作業収入を上げ、工賃に反 

映させていかなければなりません。 

・通所が不安定な利用者には、作業支援だけでなく食生活や金銭、服薬管理への助言、コミュニ

ケーションの支援にも注力が必要です。 

（４）今後の方針 

＜就労継続支援Ａ型事業＞ 

・利用者の就職への意欲を高めるとともに、関係機関と連携を図りながら就職をめざします。 

・作業シフトを調整しながら、単発作業にも取り組みます。 

・利用者が安全に通所できるよう、感染症等への対策を図ります。（Ｂ型事業も同様） 

 ・自主製品の売上げ減少及び報酬改定に伴う給付費の減額により、安定した事業所運営が見込め

ない状況であるため、早急に事業のあり方等について検討を進めます。 

＜就労継続支援Ｂ型事業＞ 

・利用者の月額平均工賃をさらに上げていけるよう、収益性の高い仕事の開拓を行います。 

・作業支援だけでなく、職業準備性（働く準備を整えていくこと）を高めていけるよう、利用者

に合わせた助言や工夫を行います。 
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（５）事業実施内容 

【事業所の強化】  

事業名等 実 績 評 価 等 

定例会 12 回（毎月１回）  

事故対策委員会 

３回（7/７、11/11、3/10） 

内 訳 件 数 

事故 3 件（前年度 1 件） 

ヒヤリハット １５件（前年度１8 件） 
 

事故は、物品破損、交通

事故（相手の過失）、ヒヤリ

ハットは、作業中の軽微な

怪我が半数でした。 

内部研修会の実施 

・コロナウイルス感染予防研修：職員 7 名 

・障がい者の就労事例：職員 8 名 

・精神障害者のピアサポートとリカバリー：職員 7 名 

・施設外就労連携マッチング説明会：職員４名 

・感染症対策オンライン研修：職員３名 

・強度行動障害支援：職員 7 名 

・障がい者雇用：職員７名 

定期的に研修を行い、サ

ービスの質の向上に務めま

した。また、研修に参加し

た職員が講師となり、研修

内容を共有しました。 

外部研修会・会議等へ

の参加 

・支援事業所との連絡会（２回） 

・強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 

・ピアサポートとリカバリーに関する支援者研修会 

 

見学・体験の受け入れ 

障がい当事者 

・見学：9 名 

・作業体験：1 名 

作業体験を経て、１名が

新規利用につながりまし

た。 

苦情 0 件  

 

【当事者支援の充実】 

事業名等 実 績 評 価 等 

就労継続支援 A 型

事業（雇用型） 

利用者が作業をとおし働く場での必要なマナーや仕事への責任感、

人とのコミュニケーション等を学べるよう支援しました。 

(1)利用者数：４名（定員 6 名） …令和３年３月３１日現在 

(2)障がい区分 

 

 

 

 

(3)主な仕事内容 

・自主事業：キャンドル、布マスクの製造・販売 

・清掃作業：トイレ・階段・フロア清掃 

（市役所、本会各施設、市産業史料館） 

・請負作業：商品の袋詰め・検品・封入 

(4)実績 

・月額平均賃金：70,471 円（前年度：69,305 円） 

 ・月平均就業時間：4.8 時間（前年度：５時間） 

 ・給付費からの利用者賃金、必要経費補てん額 

  約 200,000 円/年（前年度：約 20,000 円） 

精神 療育 身体 
手帳 

重複 

手帳

なし
合 計 

1 名 ３名 0 名 0 名 0 名 ４名 

 

 

(1) 新規利用者１名、契約

終了者は１名（就職１名）

でした 

 

 

(3)コロナ禍によりイベン

ト等でキャンドルを販売で

きませんでした。新たに布

マスク製作に取り組み、作

業収入の補てんができまし

た。 
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事業名等 実 績 評 価 等 

就労継続支援 B 型 

事業（非雇用型） 

 

利用者が安定した体調で通えるよう配慮しながら、働くために必要

なことについての助言と作業支援を行いました。 

(1)利用者数：1８名（定員 18 名） …令和３年３月３１日現在 

(2)障がい区分 

精神 療育 身体 
手帳 

重複 

手帳 

なし 
合計 

５名 9 名 2 名 2 名 0 名 1８名 

(3)主な仕事内容 

・請負作業：雑貨や生活用品等のｼｰﾙ貼り・組み立て・検品・梱包 

・清掃作業：老人福祉センターの風呂掃除・窓ふき（本会各施設） 

・接客業務：デーブルふき、配膳・下膳（ふれあい喫茶ぽぽ） 

・窓口業務：老人福祉センターの受付 

・ポスティング作業：無料広告物の戸別配布 

・農家での作業（燕市吉田本町地区農家） 

(4)実績 

・月平均工賃：13,138 円（前年度 12,934 円） 

・月平均利用者数：16.7 人（前年度 16.８人） 

(5)行事 

 ・実施なし 

 

 

(1)新規利用者は１名（特別

支援学校）、終了者は２名

（自己都合）でした。 

 

 

(3)請負元企業から、ペレッ

ト燃料の袋詰め作業を新た

に受託し、会社に出向いて

作業を行いました。 

 

 

 

 

 

 

(5) コロナ禍により実施を

見合わせました。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 【A 型：布マスク製作】 

【B 型：請負作業】 
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10．障がい者地域生活支援センター 「障がい者地域活動支援センター」 

（１）取組 

  ・市の指定管理施設において、障がい者の福祉増進を目的とした３事業（地域活動支援センター

事業、相談支援事業、放課後等デイサービス事業）に取り組みました。 

  ・万が一に備え、利用者参加のもと避難訓練を年２回行いました。 

・障がい者への日常生活等に関する相談対応をはじめ、障がい特性に配慮し、安心して過ごせる

居場所の提供や仲間との交流、創作活動等を通して社会参加の促進を図りました。また、各種

講座や内職作業を実施することにより、日常生活に対する意欲や能力の向上を支援しました。 

（２）成果 

・市の指定管理施設として適正管理・運営を行い、施設内では事故はありませんでした。 

・障がい特性に配慮した支援や、安心して過ごせる居場所の提供により利用者が定着しました。 

・実習や講座の実施により利用者の能力が向上し、就労系事業所の利用や就職につながりました。 

（３）課題  

・３事業を連携して進めていくには、関係職員が常時相談し合えるスペースが必要です。 

・利用者は定着していますが、体調不良による欠席や来所する交通手段が少ない等から利用回数

に影響が出ています。利用に対する不安などを軽減していかなければなりません。 

・安定した来所に伴い利用回数が維持されるよう、事業内容の充実が課題です。 

・障がい特性の違いから、利用者間でトラブルが生じることがあります。互いの特性を理解する

ことが難しく、多くの配慮が必要です。 

（４）今後の方針 

・法人内部や相談支援機関、関係機関等との連携を図りながら、利用者の QOL（生活の質）を高

めていくための事業と支援に取り組みます。 

・障がい者の日常生活や地域との関わりを支援します。 

・障がい理解に対する普及啓発活動やボランティア育成など、充実を図り実施します。 

・事務所の改修工事を行い、事業の円滑遂行や防犯強化に努めます。 

・３事業合同の事故対策委員会を設置し、事故やヒヤリハット事例の対応策について検証します。 

（５）事業実施内容 

【事業所の強化】  

事業名等 実 績 評 価 等 

全体会議 ４回 

施設内３事業について、

利用状況を共有し、課題に

ついて検討しました。 

代表者会議 １２回（毎月 1 回） 

施設内 3 事業の代表職員

による会議です。各事業の

現状について報告・確認・

情報共有を行いました。 
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【事業の実施】 

事業名等 実 績 評 価 等 

定例会 ８回 

地域活動支援センター事

業（機能強化型） 

(1)利用実績 

内 訳 人 数 

障がい児 ０名

障がい者 3,225 名

合計 3,225 名

登録者（うち新規登録者） 50 名（5 名）

(2)実施活動 

①実習・講座 

内 容 実施回数 

調理実習 119 回

書道講座 12 回

コラージュ講座 １1 回

ハンドセラピー講座 9 回

ハーブティー講座 3 回

アロマテラピー講座 5 回

外出支援 1 回

昼食会 4 回

②内職作業  

(3)啓発活動 

 「心のバリアフリー」のホームページ作成 

内 容 作業提供企業 

切手貼り ㈱ハーモニック 

袋詰め フジイコーポレーション㈱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)「心のバリアフリー」とは何か？につ

いて動画を作成し、本会ホームページ上

で市民の方に分かりやすく周知しまし

た。 

 

【指定管理施設の運営】 

事業名等 実 績 評 価 等 

障がい者地域生活支援セン

ター「はばたき」 

障がい者に対する日常の相談や日中活動等を通じ、

地域生活を支援する場として施設の管理運営を行い

ました。 

(1)施設利用実績 

内 訳 人 数 

団体活動等 180 名

会議 269 名

体験利用 18 名

その他 445 名

土日祝日 175 名

合 計 1,087 名
 

 

(1)当事者や家族、関係団体の方々に定

例会や会議等で利用されています。 

 

3,940 
3,810 

3,225

2,500

3,500

4,500

H30 R1 R2

利用者数推移
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事業名等 実 績 評 価 等 

障がい者地域生活支援セン

ター「はばたき」 

(2)利用者の作品展示（12/3～9） 

(3)避難訓練 ２回 

(2)コロナ禍により「はばたき祭」を中

止したため、利用者の成果発表の場と

して、障がい者週間に合わせ行いまし

た。 

障がい者地域生活支援セン

ター運営委員会 

会場：はばたき「ゆうひ」 

第１回：7/31 

 ・委員長の選出について 

・令和元年度事業報告、令和２年度事業計画 

・施設利用及び実施事業の状況 

・利用者アンケートについて 

第２回：2/12 

 ・令和２年度事業報告・令和３年度事業計画 

 ・利用者アンケートについて 

 

苦情 0 件  

【内職作業体験】
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11．障がい者地域生活支援センター 「相談支援事業所」  

（１）取組 

 ・毎日のミーティングで、相談支援専門員個々の担当ケースについて情報共有や助言を行いました。 

 ・相談支援専門員が一人で対応に苦慮することがないよう、複数担当制を導入しました。 

     ・利用者には、丁寧に分かりやすく対応しました。また、多岐にわたる相談内容を精査し、適切な支

援に取り組みました。 

 

（２）成果 

・ミーティングを行うことで担当以外のケースについて把握がしやすくなり、担当不在時の電話対応

や関係機関とのやりとりも円滑に対応することができました。 

・複数担当制にしたことで、担当者同士で支援方法等について検討したり、必要に応じて一緒に訪問

したりする等して、相談支援専門員が一人で抱える負担を分散できました。 

・どこまで相談支援業務として関わるべきかの線引きが難しい場合もありましたが、サービス利用あ

りきにならない適切な支援に努めました。 

  

（３）課題 

・コロナ禍に伴い、事業所や自宅等への訪問時間制限を設けるなど対応しています。直接会うことが

難しい場合は、電話などで確認する機会が増えています。「利用者に不安な思いをさせない」「サー

ビスや支援を止めない」など考えておく必要があります。 

  ・モニタリングの実施が増えたことで利用者の把握がしやすくなりましたが、書類作成等の事務にか

かる時間も増えています。そのため、新規相談の依頼に対応できない場合がありました。 

 

（４）今後の方針 

・コロナ禍に伴い、訪問以外の方法で利用者の状態把握を行います。また、事業所とのやりとりにお

いては、ネットやメール等の活用に努めます。 

・利用者には、丁寧で分かりやすい対応を心がけるとともに、相談者が困っている状況での支援が滞

らないよう、事業所として適切な支援に取り組みます。 

・相談支援専門員が一人で負担を感じないよう、こまめに情報共有を行うとともに、「複数担当 

制」を強化し、心身ともに健康で従事できるよう努めます。 

 

（５）事業実施内容 

【事業所の強化】  

事業名等 実 績 評 価 等 

全体会議 ※前掲９.地域生活支援センター（５）と同じ  

代表者会議 ※前掲９.地域生活支援センター（５）と同じ  

定例会 ８回 

内部研修会の実施 

・新任研修 

・感染症対策研修（Web） 

・職員研修（Web）法令遵守及び個人情報の取り扱いについて 

職員で共有し学び、自己

研鑽の機会を設けました。

今年度、新任職員１名が

入り、研修を行いました。
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事業名等 実 績 評 価 等 

外部研修会・会議等へ

の参加 

・相談支援専門部会（３回） 

・市内相談支援事例検討会（２回） 

・自立支援協議会（２回） 

・自立支援協議会連絡会議（２回） 

・県央圏域療育支援部会（２回） 

・県央圏域療育支援部会研修会（2 回） 

・相談支援専門員研修 

・県央圏域療育支援部会研修会 

・県央圏域障害者地域生活支援連絡調整会議研修 

・ピアサポート・リカバリー支援者研修 

・支え合い活動相談員研修 

・歯科保健推進意見交換会 

・燕市介護保険連絡協議会役員会 

・県央地域くらしとこころの総合相談会運営委員会  

・県央地域くらしとこころの総合相談会 

・多職種連携検討会議 

外部研修及び会議等へ

の参加は年間 31 件で、相

談支援専門員一人当たり

平均 7.8 件となりました。

コロナ禍に伴い、対面で

の研修や会議が減り、前年

度比 59 件減少しました。

Web 研修や書面会議等

に参加する機会が増えま

した。 

 

【事業の実施】  

事業名等 実 績 評 価 等 

相談支援事業 

(1) 相談の件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 訳 件 数 

訪 問 767 件

来 所 399 件

電 話 2,257 件

関係機関 3,708 件

その他 601 件

合 計 7,732 件

(1)前年度比 457 件増、月

平均約 644 件でした。 

コロナ禍に伴い、利用者

の来所は減りましたが、電

話やメールのほか、相談支

援専門員が直接訪問し対応

する機会が増えました。ま

た、電話で関係機関と情報

共有する機会も増えまし

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8,293 

7,275 
7,732 

5,000

7,000

9,000

H30 R1 R2

相談件数推移
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事業名等 実 績 評 価 等 

相談支援事業 

(2)サービス等利用計画及びモニタリング件数 

内 訳 件 数 

新 規 11 件

モニタリング 313 件

更 新 144 件

合 計 468 件

※障がい児計画も含む 

(2)各件数とも前年度比横

ばいでしたが、モニタリン

グは 16 件増えました。 

 

障害支援区分認定調査 

【調査件数】 

 

 

 

 

内 訳 件 数 

在 宅 ４０件

施 設 6 件

合 計 ４６件

在宅で過ごす方の調査が

前年度比 4 件増えました。

相談支援専門員一人当たり

月平均 3.8 件の実績でし

た。 

苦情 【苦情】0 件 

        

 
【相談支援事業所】  
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12．障がい者地域生活支援センター 「放課後等デイサービス事業所」  

（１）取組 

・毎月の行事等と個別課題、毎日の小集団活動をプログラムに取り入れ、一人ひとりの発達状況

を踏まえた個別支援計画に沿い、コミュニケーション能力や社会性の発達を促しました。 

・学校訪問では情報共有と計画のすり合わせを行い、連携をとりながら支援を行いました。 

・コロナ禍による学校休校の期間は、感染防止に配慮しながら柔軟に対応しました。また、年間

を通して、ソーシャルディスタンスを保てる利用人数へのサービス提供を行いました。 

 

（２）成果 

  ・相談支援専門員とともに学校訪問をしたケースもあり、連携を強化し支援の充実を図ることが

できました。 

   ・休校中の利用はキャンセルがあるなか、追加利用の希望がありました。利用定員数を守りなが

ら可能な限り対応しました。 

 ・７月の「はばたきっず夏まつり」は、コロナ禍により開催しませんでしたが、利用児童と職員

で七夕会を行いました。 

  

（３）課題 

・放課後等デイサービス事業のガイドラインを踏まえつつ、選ばれる事業所となるよう特色を出

していく取り組みが必要です。 

・令和３年度の報酬改定に伴い、職員配置の見直しと安定した利用人数の確保が必要です。その

ためには、報酬改定に対する事業所の取り組みについて、保護者に向けた説明と協力依頼が重

要です。 

・コロナ禍のなかでも利用者と職員の安全を第一に考えながら、利用者を受け入れ、個々に応じ

た発達を促す必要があります。 

 

（４）今後の方針 

・放課後等デイサービス事業のガイドラインや事業所自己評価の結果を踏まえ、職員間で共通理

解を持ち改善していきます。学校・相談支援事業所等の関係機関との連携や外部の専門職から

の助言を得て、「放課後等デイサービスガイドライン」に沿った支援に努めます。 

・令和３年度の報酬改定に伴い減収が見込まれるため、利用人数を確保し、安定した収益を得ら

れるよう努めます。 

・利用者一人ひとりの発達を促す個別支援計画に沿って支援し、利用者や保護者に選ばれる事業

所をめざします。 

 

（５）事業実施内容 

【事業所の強化】  

事業名等 実 績 評 価 等 

全体会議 ※前掲９.地域生活支援センター（５）と同じ  

代表者会議 ※前掲９.地域生活支援センター（５）と同じ  

定例会 ６回 
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事業名等 実 績 評 価 等 

ケース会議 

長期休みの前後に積極的に行いました。個別支援計画に基づ

く支援経過を確認したり、次回の計画につながる案を検討した

り、統一した支援を提供できるよう務めました。 

・６回 

 

内部研修 
・フィードバック研修 

「令和 2 年度 第 2 回燕市発達障がい児・者支援者研修会」

外部研修受講後に、職場で

のフィードバック研修を行い

ました。 

外部研修会への参加 

・令和 2 年度 第 2 回燕市発達障がい児・者支援者研修会 

・三条市発達応援講演会  

・令和 2 年度 強度行動障害支援者養成研修基礎研修 

・発達障がい支援セミナー（Web） 

「ライフステージに沿った発達障がいへの対応」（2 回） 

・令和 2 年度県央圏域障害者地域生活支援連絡調整会議（Web）

・法令遵守及び個人情報の取り扱いについて（Web） 

 

 

苦情 0 件  

 

【事業の実施】 

事業名等 実 績 評 価 等 

放課後等デイサービス事業 

外部専門職の作業療法士からは、年２回程度に減数して

助言指導を受け、発達の促しを行いました。 

【開設時間】14：30～18：30（放課後） 

       8：00～18：30（土曜・長期休校日） 

(1)契約者数実績 

 (2)延べ利用者数 

内 訳 人 数 

発達障がい 1,294

知的障がい 740

身体障がい 694

合 計 2,728

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 訳 人数 地区別 人数 

発達障がい １８名 燕 ２３名

知的障がい 1２名 吉田 7 名

身体障がい ８名 分水 8 名

合 計 ３８名 合 計 ３８名

 

 

 (1)新規契約者数は２名、サー

ビス終了者は 2 名でした。3 月

末には、高等部 3 年生４名の利

用が終了しました。 

 

 

(2)延べ利用者数が前年度比

449 名減っています。コロナ

禍により 1 日当たりの受け入

れ人数を制限したことが大き

な原因と考えられます。 

 

3,217 
3,177 

2,728

2,500

2,700

2,900

3,100

3,300

H30 R1 R2

延べ利用者数推移
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事業名等 実 績 評 価 等

放課後等デイサービス事業

(3)行事  

実施日 行事内容
延 べ
参 加
利用者

4/17 ～

25
お店屋さんごっこ 25 名

5/15 ～

28
散歩 14 名

6/13 ～

27
お店屋さんごっこ 29 名

7/3 七夕会 9 名

8/11 ～

24
クッキング（アイスづくり） 27 名

9/随時 スライム制作 32 名

10/30・

31
ハロウィンパーティー 1７名

11/28 おにぎりづくり 9 名

12/25 クリスマス会 8 名

1/14 新年お楽しみ会 8 名

2/3 豆まき 6 名

3/13 ・

26
お楽しみ会 15 名

苦情・事故・ヒヤリハット 【苦情】０件 【事故】５件 【ヒヤリハット】8 件

【行事：お米を研いでおにぎり作り】 【小集団活動：フルーツバスケット】
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１３．デマンド交通予約センター 

（１）取組 

・コロナ禍でも身近な公共交通の一つである「おでかけきららん号」は、交通弱者の利便性向上

等のため、また、快適な日常生活につなげる安全安心な公共交通手段として、その利用促進を

図りました。 

・感染症対策として、利用者へのマスク着用や咳エチケット、乗車時の体調管理の呼びかけを継

続してきました。 

・予約受付・配車業務においては、効率的運行や安全運行に配慮し、利用者のサービス向上やド

ライバーの負担軽減を進めました。 

（２）成果 

・安全運行第一とした予約受付・配車業務を心がけ、特に天候（道路）状況に応じた送迎時間等

に配慮し、利用者が安心して利用できるよう、ドライバーの負担軽減も考慮した業務を行いま

した。 
 

（３）課題 

・午前中に予約の電話が集中し電話がつながりにくい状況になっているため、改善が必要です。 

（４）今後の方針 

・利用者や道路状況等の運行情報の共有化を進め、予約電話の混雑緩和に努めます。特に高齢者

には、予約内容の繰り返しの確認や利用ルールの説明など、親切で丁寧な対応を心がけます。 

・予約の受け付けや配車業務では、安全運行を第一として正確で迅速な処理に努め、利用者への

サービス向上を図ります。 

・燕・弥彦地域公共交通会議ときららん号の運行事業者との連携を図り、より一層のＰＲと運行

ルールの周知を図ります。 
 

（５）事業実施内容 

【事業の実施】 

事業名等 実 績 評 価 等 

デマンド交通 

予約センター 

 「おでかけきららん号」の予約受付業務及び配車業務を行いました。 

【利用実績】 

内 訳 利用者数 

中学生以上 33,511 名

小学生 268 名

未就学児 19 名

合 計 33,798 名

 

【苦情】 

内 訳 件 数 結 果 

ドライバー関連 10 件 解決 

利用者関連 18 件 解決 

乗降場所 0 件 解決 

その他 2 件 解決 
 

 

 

利用者数はこれまで

右肩上がりで推移して

きましたが、今年度はコ

ロナ禍により前年度比

5,134 名（13.2％）減と

大きく減少しました。 

 

苦情の内訳は、ドライ

バー関連が前年度比 2 件

減少した一方で、利用者

の乗車マナー関連が前年

度比 8 件増加しました。

 

38,652 
38,932 

33,798 

30,000

33,000

36,000
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H30 Ｒ１ Ｒ2

延べ利用者数
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１４．吉田老人センター 

（１）取組 

  ・市の指定管理施設として、高齢者の心身の健康保持と福祉増進を目的として運営に取り組み

ました。また、効率的な施設運営のため、火曜日の休館を日曜日・祝日に変更しました。 

・感染症対策のため４月３日から５月 10 日まで休館となりました。 

・老朽化した施設の長寿命化のため、５月から８月にかけて外壁等の大規模改修工事を行いま

した。また、経年劣化した電気受電設備や湯沸かし器など、各種修繕工事を行いました。 

・利用者の活動成果発表の機会として、老人センター祭や熟年ふれあい芸能まつりを、感染症

対策を講じたなかで開催しました。 

・高齢社会のなかで、高齢者が地域で安心して過ごすことができるよう、仲間づくりをしなが

ら生き生きと健康で暮らせる場として、生きがい教室（25 教室）の活動を支援しました。 

 

（２）成果 

・４月から始まった休館日の変更は、大きな混乱もなく移行することができ、効率的な施設運

営につながりました。 

・大規模な外壁改修工事では施設の景観が一新し、屋根の防水工事では雨漏りが解消されるな

ど、これからも長く使い続けることのできる施設となりました。また、設備等の各種修繕工

事により利用者の利便性が改善しました。 

・施設の利用者数については、コロナ禍により各行事の中止や参加者数を制限したため減少し

ました。一方で、生きがい教室の利用者数は現状を維持することができました。 

 

（３）課題 

・施設本体や設備、それに附属する建物等が老朽化しているため、今後も計画的な修繕等が必

要な状況です。 

・生きがい教室の利用者数は現状維持できていますが、吉田地区の老人クラブの活動拠点であ

るため、会員の減少傾向がそのまま施設利用者に影響している状況です。 

 

（４）今後の方針 

・老朽化が進んでいる施設は、利用しやすい施設環境の整備を市と協議し、予算の範囲内で必

要な改修工事を計画的に行います。 

・利用者において感染が拡大することのないよう、引き続き感染症対策を徹底します。 

・健康づくり講座など積極的に事業を展開し、吉田地区老人クラブへの加入を促進します。 

また、生きがい教室への支援をとおして会員や利用者相互の交流を活発にし、相互に見守り

合う環境づくりを進めます。 
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（５）事業実施内容 

【市指定管理施設の運営】 

事業名等 実 績 評 価 等 

吉田老人センター 

各種健康教室を実施し、高齢者の生きがいづくり・

健康づくりのための施設運営を行いました。 

【開館時間】9：00～16：00 

【入浴時間】12：00～16：00 

【休 館 日】毎週日曜・祝日、12/29～1/3 

(1)利用実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)苦情・事故 

  苦情 3 件（解決済） ・ 事故 1 件 

内 訳 人 数 

研修室 1,501 名

調理実習室 128 名

大広間 1,478 名

会議室 18 名

談話室 1,348 名

第 1・2 集会室 2,060 名

第 1・2 娯楽室 266 名

その他利用者 1,070 名

合 計 7,869 名

 

 

 

 

 

(1) 今年度、休館日を変更し、浴場の利

用日数を増やしましたが、新型コロナウ

イルス感染症予防対策のため休館した

ことにより、全体の利用者数は、前年度

比 948 名減（約 10.8％減）となりま

した。 

また、外壁改修工事による浴場の休止

も利用者数減の一因となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)入浴時の事故はありませんでした。
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【輪投げ大会】 【健康づくり講座】 
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